
【公立保育所が担うべき役割】（案） 

 

 これまで整理してきた市の保育の課題について、これらの課題を解決するために公

立保育所が担うべき役割（案）を以下に示す。 

 

①子育て支援の中核的機能 

②民間保育施設に対する相談・支援機能 

③定員調整機能 

④多様なニーズへの対応 

 

 

 各項目の内容や役割を果たすための具体的な例は、次頁以降に記載。 

 なお、表中の具体的な例は、役割を担うため具体的方法の例を参考として示すもの

であり、今後の実施を提案するものではありません。 

 

 

  

資料３ 



 

①子育て支援の中核的機能 

 

○内容 

  公立保育所は、市の子育て支援の拠点として、市民に対して保育や子どもに関

する身近な相談や交流の場を提供し、保育施設を利用していない家庭を含めすべ

ての子育て家庭への支援を図る。 

  また、市内の保育施設や幼稚園等の中心的存在として、これらの機関と市の子

育て関係部局との連携の中核を担う。 

 

○具体的な例 

 ・子育て支援センターや一時保育等の、保育以外の子育て支援施策の実施拠点と

なる。 

 ・こども発達センターや民間児童発達支援事業所等と連携し、保育士の専門性を

高めるための研修会の実施。 

 

課題等整理表（案）⑦「保育以外の求められる役割」の解決を目指すもの。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

②民間保育施設に対する相談・支援機能 

 

○内容 

  白井市の公立保育所は、これまで、産休明け保育や医療的ケア児、特別な支援

を必要とする児童の保育など、様々な保育ニーズに対応するための体制の整備に

努めてきた。また、人員配置の面からは、民間保育施設と比較して、「保育士の平

均勤続年数が長い」、「看護師が配置されている」といった特色がある。 

  このようなことから、公立保育所が市内保育施設の指導的な立場として、市の

保育の質を向上させるため、これまでに培った保育に関する知識や経験を市内の

保育施設全体への共有や、私立園への相談・支援を行う。 

 

○具体的な例 

 ・経験豊富な保育士による民間保育施設への定期的な巡回訪問による相談・助言 

 ・公立保育所の看護師による保健・衛生面の助言・指導 

 

課題等整理表（案）⑦「保育以外の求められる役割」の解決を目指すもの。 

 

 

 

  



 

③定員調整機能 

 

○内容 

  出生数の減少に伴う将来的な保育需要の減少が見込まれるなか、私立園が安定

した運営を行うために常時一定以上の児童を受け入れる必要があることから、公

立園が定員調整機能を担う。 

 

○具体的な例 

 ・公立保育所の定員や受入枠の弾力的な調整 

 ・公立保育所の定員規模の縮小 

 

課題等整理表（案）⑧「出生数の減少に伴う保育需要の変化への対応」の解決を

目指すもの。 

 

 

 

  



 

④多様なニーズへの対応 

 

○内容 

  働き方の多様化が進むなか、保育ニーズも多様化していくことが想定される。

また、特別な支援を必要とする児童や医療的ケア児の受入れの促進も課題である。 

  このようななか、公立保育所は民間保育施設より少数のニーズに対応しやすい

といった特性を活かし、様々な保育ニーズの受け皿としての役割を担うことが求

められる。 

 

○具体的な例 

 ・医療的ケア児の受入 

 ・土曜保育の開所時間の延長 

 ・夜間、日曜・祝日の保育の実施 

 ・保育所等未利用の特別な支援を必要とする児童が小学校就学前に集団生活を体

験する場の提供 

 

課題等整理表（案）⑨「多様な保育ニーズへの対応」の解決を目指すもの。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



【参考：民間保育施設及び市に求められる役割】（案） 

 

公立保育所の担うべき役割（案）を踏まえ、市の保育の質の向上や課題を解決する

ために民間保育施設及び市が担うべき役割（案）を以下に示す。 

 

●民間保育施設の役割（案） 

①特別な支援を必要とする児童の受入のさらなる推進 

○内容 

  公立保育所への特別な支援を必要とする児童の偏りを解消するとともに、特別

な支援を必要とする児童が市内のどこの園でも選択することができるよう、民間

保育施設での特別な支援を必要とする児童の受入を拡充する。 

○具体的な例 

 ・市から民間保育施設に対する保育士加配への財政的支援（すでに実施） 

 ・民間保育施設と児童発達支援事業所の併設 

課題等整理表（案）④「加配児の公立保育所への偏り」に関連するもの。 

 

②安定的・継続的な施設運営 

○内容 

  保育需要は、出生数や社会情勢の変化等、様々な要因で増減するものであるが、

引き続き、待機児童を生じさせないよう市の保育提供体制を確保するためには、

民間保育施設が安定的・継続的に運営される必要がある。 

○具体的な例 

 ・民間保育施設による魅力的な保育の提供 

 ・公立園による定員調整機能 

・保育士の確保 

課題等整理表（案）⑧「出生数の減少に伴う保育需要の変化への対応」に関連す

るもの。 

  



●市の役割（案） 

①民間保育施設への支援 

○内容 

  民間保育施設の収入は受入児童数によるところであり、一般的な水準を超えて

保育士等を配置することは経営的に困難である。民間保育施設が一般的な水準を

超えた役割を担うためには、財政的な支援が不可欠である。 

 

○具体的な例 

 ・保育士や保育補助員の配置に対する財政的支援 

  （処遇改善加算や加配児の受入れに対する市の独自補助はすでに実施） 

 

課題等整理表（案）④「加配児の公立保育所への偏り」に関連するもの。 

 

 

②公立保育所の保育士の育成 

○内容 

  公立保育所が中核的機能や支援・相談機能を担うためには、公立保育所の保育

士には高いスキルや幅広い知識が必要となる。市には、そのような人材を育成す

るための仕組みづくりの構築が求められる。 

 

○具体的な例 

・職位により担うべき職務の可視化 

・職位や職務内容に応じた計画的な研修等の実施 

 

課題等整理表（案）⑥「保育士の育成機会の確保とキャリアデザイン」に関連す

るもの。 

 

 


